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広島県大学図書館協議会 平成 29年度第 1回研修会(2017.9.13） アンケート結果 

※参加者・・・39名 アンケート提出者・・・37名（回収率 94%） 

 

Ⅰ．講演①「2020年の NACSIS-CAT/ILL」 

Ⅰ-1．内容について 

 

自由記入欄より 

 CAT2020の件は課内では殆ど話題にでていなかったので、目の前に迫っていることなのでとても焦りました。

お話をきけてよかったです。 

 目録担当がいない大学なので、今後の動きに大注目することにします。（ゆるくなれば、やりやすくなる？） 

 CAT2020がソフトランディングと分かり少し安心した。NACSIS-CATよりCiNiiのリンクが進んでいることが分

かり、今後検索時に注意したい。 

 こちらの知識が不十分で、理解が難しかった 

 上級編でしたが、とても勉強になりました。いただいた資料をゆっくり見直し、理解を深めたいと思います。 

 

Ⅰ-2．時間配分について 

 

 

自由記入欄より 

 10年間目録登録していないので、書誌に関する実態が稀薄になった。 

 当初 90分は長いと思っていたが、内容的にはもう少し長くてもよかった。 
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Ⅱ．講演②「2020年の OA と機関リポジトリ」 

Ⅱ-1．内容について 

 
自由記入欄より 

 Gold と Green のお話が聞けてよかったです。ただ、自館での方針をどうすべきなのいか正解が全然わかり

ません。 

 GoldOA ジャーナルについてよくわかりました。大学としてはジャーナルが少しでも安く入手できるようになっ

たら利用者に役立てると思いました。 

 オープンアクセス、機関リポジトリもまだ関わりが少なく、なかなか理解が難しかったが、今現在の状況を知

ることができたので、よかったと思う。 

 オープンアクセスについて全般的な情報が整理されていて、良く理解できた 

 

Ⅱ-2．時間配分について 

 

 

自由記入欄より 

 途中、写真などがあってよかったです。 

 間の楽しいお話もあり、非常に楽しく有意義でした。ありがとうございました。 

 途中でブレイクタイムに入るなど、受講者に配慮されていて時間があっという間に過ぎました。 
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Ⅲ．その他、今回の研修会について改善した方が良い点や、ご感想等ありましたらご自由にお書きください。  

 NACSIS-CAT2020 については、課内でも書誌作成はどうなるのかと話題になっています。本日は詳しいお

話が聞けて、大変ためになりました。OA についても、まだまだ分かり辛いことが多かったですが、分かりや

すく説明していただきとても勉強になりました。ありがとうございまいした。 

 大変ありがたいのですが、おやつの準備は担当館のご負担になるのでやめては？有意義な内容だけで十

分です。 

 専門用語が分かり難かった。メタデータ、WOS、DOI 

 来やすくきれいな場所のご提供ありがとうございました。 

 冷房が少し寒かった 

 間の休憩時間にお茶とお菓子があるのはありがたいです。ずーと聞いていると頭がぼーっとしてくるのでこ

れからも研修の合間のおやつは続けてほしいです 

 マイクのハウリングが気になりました。 

 ボリュームのある講演だったので、もう少し長く聴きたかったです。 

 気になるテーマだったので、詳しいお話をきけてよかった 

 日頃疑問に思いながらも、よくわからないことをお伺いすることができ有意義でした。ありがとうございまし

た。 

 レーザーポインターを見やすくした方がよい 

 

Ⅳ．次回以降の研修で希望する内容をお教えください。 

 いつも自館にこもっていては分からないので、こういった先進情報が知ることができる研修はぜひ年に 1～2

回、近場でやってもらいたいです。 

 CAT2020の話をまた具体的に聞きたいです。 

 入館者数、貸出冊数が前年比で増加した施策の公表 

 久しぶりにガッツリと図書館系の話でした。よかったと思います。 

 図書館システムの更新にまつわる課題について 

 NACSIS-CAT/ILLが新しくなった時の目録担当職員向け研修 

 教員と上手に連携できる方法（教員の立場からの視点も交えて） 


